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荒川区ふれあい館指定管理者候補者募集要項 

 

１ 指定管理者候補者募集の基本的な考え方 

荒川区は、平成 14 年 3 月に策定した「新たな区民ひろばの構築に向けて＜最終報告書＞」に基づき、乳

幼児から高齢者まで区民の様々な自主的な活動や交流を促進するための地域コミュニティの拠点となるふ

れあい館の整備を開始した。平成 20 年 4 月には「ふれあい館整備ニュープラン」を策定し、現在 15 か所

のふれあい館を開設するに至っている。今後も当該プランに基づき、区内全域をカバーするよう、ふれあ

い館の整備を進めていく計画である。 

ふれあい館は、区民の様々なニーズに対応できる施設とするために指定管理者制度を導入し、民間事業

者のノウハウを活用することとした。このため、その指定管理者は、児童や高齢者をはじめとした区民の

活動の特性や情報に精通し、地域コミュニティ形成のノウハウを有するとともに、様々な事業を展開する

上で柔軟な施設運営、施設の維持管理経費の縮減、効果的・効率的な施設運営を図ることができる事業者

であることが求められる。 

ふれあい館の指定管理者候補者の応募に当たっては、以上の趣旨を十分踏まえた企画提案を期待する。 

なお、本要項は指定管理者候補者選定のための募集要項であり、指定管理者は、本公募の審査・選定を

経て候補者となった後、議会の議決をもって決定となる。当該議決後に、業務の範囲、指定管理料の支払

方法、金額等の細目等の事項を定めた協定を区と締結するものとする。 

また、対象施設は、荒川区地域防災計画に基づき、災害発生時に区の避難所（水害時においては避難場

所）となる。このため、指定管理者は、別途、災害発生時における避難所等設営、運営及び避難誘導や災

害を想定した避難訓練の実施等の対応事項を定めた防災協定を区と締結するものとする。 

 

２ 対象施設及び指定管理者が行う業務の範囲（詳細は、別紙 1 参照） 

南千住駅前ふれあい館（住所：荒川区南千住 7－1－1 アクレスティ南千住 2 階） 

荒木田ふれあい館（住所：荒川区町屋 6－13－2） 

西尾久ふれあい館（住所：荒川区西尾久 8－33－31） 

業務の範囲（詳細は、各別紙参照） 

（１）業務仕様書（案）及び報告書類一覧（別紙 2） 

（２）「施設の管理に関する業務」に係る標準的な仕様（別紙 3） 

（３）責任・費用分担表（別紙 4） 

 

３ 指定期間及び更新可能回数 

指定期間は、令和 8 年 4 月 1 日から令和 13 年 3 月 31 日までの 5 年間とする。 

なお、指定期間終了後、管理運営状況により、1 回のみ、新たな選定を行うことなく更新することができ

るものとする。 

 

４ 応募資格 

  公募型プロポーザル方式とし、法人その他の団体（以下「法人等」という）による応募とする（個人で

の応募は不可）。次の要件を全て満たす法人等とする。 

（１）申請日において過去 3 か年以内に、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 244 条の 2 第 11 項の規

定による指定の取消しを受けていないこと。 
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（２）地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の 4 の規定に該当しないこと。 

（３）法人等の定款又は規約に照らして、本業務を行うことができること。また、宗教活動又は政治活動

を目的としていないこと。 

（４）法令、荒川区条例、荒川区規則により、制約が課され、責任業務等が生じる旨を了承できること。 

（５）会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）、民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）等の規定により更生

又は再生手続きを行ってないこと。 

（６）荒川区の入札等参加停止措置を受けていない又は入札等参加停止措置要件に該当していないこと。 

（７）雇用する職員について、労働基準法、最低賃金法その他関係法令を遵守していること。 

（８）暴力団（暴力団による不正な行為の防止等に関する法律（平成 3 年法律第 77 号）第 2 条第 2 号に規

定する暴力団をいう）又はその構成員（暴力団の構成団体の構成員を含む。）若しくは暴力団の構成

員でなくなった日から 5 年を経過しない者の統制の下にある法人等でないこと。 

（９）本プロポーザルへの参加を希望する事業者の関係会社でないこと。 

   ※関係会社とは、東京電子自治体共同運営電子調達サービス「物品買入れ等競争参加資格申請の手

引き」に記載のある定義による。 

（10）過去 3 年間の法人税、法人事業税、地方消費税、所得税、個人事業税、特別区民税等を滞納してい

ない又は代表者がこれらの税金を滞納していないこと。 

（11）ふれあい館の条例及び規則に基づき、ふれあい館業務を遂行できる法人等であること。 

（12）東京都内又は近隣県（埼玉・千葉・神奈川）内において、令和 7 年 4 月 1 日現在、児童館、保育所、

学童クラブ等の児童福祉施設の指定管理（児童福祉施設における児童事業の受託実績についても指

定管理の実績とみなす。）又は老人福祉センター、介護施設等の高齢者施設の指定管理（高齢者施設

における高齢者事業の受託実績についても指定管理の実績とみなす。）の実績を 3 年以上有し、2 次

審査において、視察可能な施設（指定管理施設又は児童事業及び高齢者事業の受託施設についても

指定管理施設とみなす。）を有していること。 

（13）ふれあい館業務を円滑に遂行できる安定かつ健全な財務能力を有すること。 

（14）理事その他の役員に荒川区議会議員、荒川区長又は特別職並びに地方自治法第 180 条の 5 第 1 項に

規定する委員会の委員が就任していないこと。ただし、区が資本金、基本礎金その他これらに準ず

るものの 2 分の 1 以上を出資している法人等は除く（注）。 

（注）指定管理者の指定は行政処分のため、地方自治法第 92 条の 2（議員の兼職禁止）、第 180 条

の 5 第 6 項（委員会の委員等の兼業禁止）の規定は適用されないが、法の趣旨を踏まえ、（14）

の取扱いとする。 

 

○グループ応募について 

本要項 5 の「指定管理者が行う業務の範囲」について共同で業務を取り行う場合は、複数の法人等により

構成されるグループで応募することができる。その場合は応募時に共同事業体を結成し、代表構成団体（他

の団体は「構成団体」とする）を定めること。なお、それぞれの構成団体は、上記（9）（12）を除く応募資格

全てを満たすことを要する。また、共同事業体として受託する場合は、以下の条件を遵守すること。 

・当該事業体が１つの事業主体として責任を持って業務にあたるとともに、会計・経理も 1 事業主体とし

て処理すること。 

・共同事業体を結成する際、協定を締結し、代表構成団体や各構成団体間の事務分担等を定めること。共

同事業体が、構成員との間で契約を締結する場合には、同じ取引を外部事業者で実施した場合と乖離し
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ない価格となるよう留意すること。 

・共同事業体を構成する団体のうち、1 つの団体は（12）の応募資格を満たすこと。 

・公募施設で直接勤務する職員の雇用に関し、代表構成団体又は構成団体から派遣することになる場合は、

区への報告において、関連する経費（当該職員に支払った給与、賞与、就業規則の賃金規定に記載され

ていて当該施設に勤務する職員に支払われている手当、割増賃金、法定福利費の事業主負担分）は人件

費として報告することとし、労務状況審査の対象とする。 

・本プロポーザルへ参加する共同事業体を構成する法人等は、単独での参加もしくは別の共同事業体の構

成団体となることはできない。 

 

５ 公募申込方法 

（１）提出書類 

本公募への参加を希望する場合、公募参加申込書〔様式第 1 号〕を提出すること。 

なお、複数館を応募する場合、公募参加申込書の件名に応募する全てのふれあい館の名称を記載して

提出すること。例えば、2 館を申し込む場合は、2 館の件名を記載したもの 1 部を提出すること。申し込

む館の公募参加申込書をそれぞれ提出する必要はない。 

（２）提出期限 

令和 7 年 5 月 14 日（水）正午まで 

（３）提出方法 

荒川区区民生活部区民施設課に直接持参、メール又は郵送すること（郵送の場合、上記期限必着）。 

直接持参の場合、事前に担当まで持参日時を連絡すること。 

郵送の場合、配達状況等の記録が残る郵送方法（特定記録郵便等）を用いること。 

なお、公募参加申込書等の提出後に公募への参加を取りやめる場合は、公募辞退届〔様式第 2 号〕を

提出すること。 

 

６ 本公募に関する質問及び回答 

（１）質問の方法 

本公募に関する質問は、電子メールでのみ受け付ける。（電話による質問は受け付けない。） 

電子メールの件名は「プロポーザル質問（事業者名）」とし、質問票〔様式第 3 号〕を添付して送付す

ること。 

（２）質問の受付期間 

令和 7 年 5 月 7 日（水）9 時～令和 7 年 5 月 14 日（水）正午まで 

（３）回答 

公募参加申込書を提出期限内に提出した全ての事業者に対し、原則、令和 7 年 5 月 19 日(月）17 時ま

でに、電子メールにて回答する。 

 

７ 申請書類等の提出方法 

  下記（３）の提出期限・提出方法に基づき、（１）及び（２）を提出すること。 

（１）申請書類 （正本 1 部、副本 1 部） 

① 指定申請書〔様式第 4－1 号〕 

② 共同事業体協定書兼委任状〔様式第 4－2 号〕※グループ応募の場合のみ 
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③ 法人等の概要〔様式第 5－1 号～第 5－4 号〕 

④ 法人等の定款、寄付行為、規約その他これらに類する書類（役員名簿を含む） 

⑤ 就業規則、給与体系その他これらに類する書類 

⑥ 事業計画書（直近 1 か年分）及び事業報告書（直近 2 か年分） 

⑦ 法人等の登記簿謄本（申請日前 3 か月以内に発行されたもの） 

⑧ 法人等の印鑑証明書（申請日前 3 か月以内に発行されたもの） 

⑨ 法人税、消費税及び地方消費税納税証明書（直近 3 か年分） 

⑩ 法人事業税納税証明書（直近 3 か年分） 

⑪ 税務署受付印のある確定申告書（直近 3 か年分）の写し 

  ※令和 7 年 1 月以降のものについては、税務署受付印は不要。なお、e-Tax による提出の場合は、

メッセージボックスの受信通知の画面を印刷して添付すること。 

⑫ 決算報告書のうち貸借対照表、損益計算書及び事業活動計算書[社会福祉法人のみ]（直近の決算

期 3 期分）の写し 

 

（２）企画提案書 （正本 1 部、副本 19 部、電子データ 1 部） 

① 世代間交流事業の内容〔様式第 6－1 号〕 

② 乳幼児対象事業の内容〔様式第 6－2 号〕 

③ 児童対象事業の内容〔様式第 6－3 号〕 

④ 中高生対象事業の内容〔様式第 6－4 号〕 

⑤ 成人対象事業の内容〔様式第 6－5 号〕 

⑥ 高齢者対象事業の内容〔様式第 6－6 号〕 

⑦ 区民の自主的・主体的な活動を促進するための取組〔様式第 7 号〕 

⑧ 地域コミュニティの形成を図るための取組〔様式第 8 号〕 

⑨ 職員体制、有資格者並びに経験者の配置〔様式第 9 号〕 

⑩ 職員の育成・資質向上のための取組 〔様式第 10 号〕 

⑪ 効率的な管理運営及び経費節減〔様式第 11 号〕 

⑫ 施設・備品の適切な維持管理（第三者への再委託項目）〔様式第 12 号〕 

⑬ 長期的視点での事業方針と計画〔様式第 13 号〕 

⑭ 区民の雇用及び区内事業者の活用〔様式第 14 号〕 

⑮ 区民の公平な利用機会の提供と利用促進、広報活動〔様式第 15 号〕 

⑯ 利用者の意見を反映させる取組〔様式第 16 号〕 

⑰ 地域性等の理解度〔様式第 17 号〕 

⑱ コンプライアンスに関する取組〔様式第 18 号〕 

⑲ 収支金額及び内訳、未払消費税計算書〔様式第 19 号〕 

※下記「8 経理に関する事項」を踏まえて作成すること。 

 

（３）提出期限・提出方法 

令和 7 年 5 月 26 日（月）17 時 荒川区区民生活部区民施設課まで直接持参すること（郵送は不可）。 

※事前に担当まで持参日時を連絡すること。 

①申請書類（紙）は、正本 1 部、副本 1 部を提出すること。 
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（申請書類については、電子データの提出は不要）。 

②企画提案書（紙）は、正本 1 部、副本 19 部とともに、企画提案書の電子データを保存した電子媒体

（ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ等）１部を提出すること。 

（４）作成にあたっての留意点 

・企画提案書の作成に際しては、荒川区及び対象ふれあい館周辺の地域特性を考慮し、具体的な記述

を行うこと。 

・複数館を応募する場合、下記①及び②のとおりとする。 

①上記（１）申請書類については、各様式の作成において、応募する全てのふれあい館の名称を記

載して提出すること。例えば、2 館を申し込む場合は、2 館の名称を明記した上で、1 部を提出す

ること。各様式の書類について、応募する館の分をそれぞれ提出する必要はない。 

②上記（２）企画提案書については、応募する館ごとに、それぞれの特性を踏まえて各様式を作成

し、提出すること。 

・様式について、下記①及び②に基づき、作成すること。 

①正本には、事業者名、担当者名等を記載すること。 

②副本には、事業者名、担当者名等を記載せず、事業者を特定できない状態にすること。 

なお、副本に事業者名等を記載せざるをえない場合は、マスキング等を施し、事業者を特定できな

い状態にすること。 

・資料の用紙サイズは A4 のみとし、資料作成は A4 判・縦で行うこと。各項目は 2 頁以内に収まるよ

うに作成すること（1 項目が 3 頁以上とすることは不可）。 

・資料は、編集可能な Word 又は Excel で作成すること。 

文字の大きさは原則 11 ポイントとする。ただし、表中の文字等、やむを得ない場合はこの限りでは

ない。また、分かりやすく伝える観点から、表、イラスト、写真などの記載も可とする。 

・資料は、必要に応じて両面印刷し、1 項目につき 1 ページに収めること。また、カラー印刷・左側

ステープラー2 箇所止めで、フラット（紙）ファイルに綴じた状態で提出すること。ファイリング

後に文字に穴が開かないよう、各頁の余白に留意すること。 

 なお、資料の間紙、インデックスは不要とする。 

（５）その他（２次審査のプレゼンテーション資料の作成について） 

・1 次審査（書類審査）合格者は各館概ね 3 法人等とする。2 次審査においては、プレゼンテーション

を行うことから、当日までにプレゼンテーション資料を準備しておくこと。 

・資料作成は、PowerPoint 等のプレゼンテーション用ソフトウェアを用いること。 

・当日に配付する資料は、表紙不要、両面・カラー印刷、左側ステープラー2 箇所止め、資料への間

紙・インデックスは不要とする。当日に 20 部を持参すること。 

・当該資料の内容は原則自由とするが、応募者の概要、企画提案書の記載内容等を適宜盛り込むこと

を想定している。分量は特に指定しないが、発表時間内に収まるよう留意すること。 

・プレゼンテーションの時間は 25 分（発表 7 分、質疑応答 18 分）程度を、また、貸与機材として、

ノートパソコン、プロジェクター、スクリーン、マイク等を予定している。ただし、いずれも、予

告なく変更となる可能性がある。 

 

８ 経理に関する事項 

（１）独立会計の徹底 

-5-



指定管理者は、施設の会計を独立させ、原則として専用の口座により指定管理料を管理し、会計の明

確化を図ること。 

（２）収支の考え方 

ア 収支は、以下のとおり「管理運営費」、「人件費」及び「家屋等修繕費」の 3 区分に分類すること。な

お、「管理運営費」のうち、『光熱水費』については、令和 5 年度より当面の間、実費精算としている

ため、今回の応募においては単独区分とすること。 

 

 

 

イ 区分ごとに独立した経理及び精算を行い、各区分における経費の流用は認めない。 

  例えば、人件費が不足する場合に、管理運営費や家屋等修繕費から流用することは一切認めない。同

様に、管理運営費が不足する場合に、人件費や家屋等修繕費から流用することも一切認めない。この

ような対応が発覚した場合、指定取消しになる可能性もあることから、絶対に行わないこと。 

ウ 収入 

（ア）ふれあい館の業務に係る全ての費用は、区が支払う指定管理料及び館の事業に係る『その他（教材

費徴収額等）』の収入をもって充てる。 

（イ）『その他（教材費徴収額等）』の収入については、原則として、館の事業参加者が負担する教材費や

材料費などの実費徴収額を計上すること。ただし、公の施設であるため、参加者から高額な教材費

を徴収しないこと。 

（ウ）以下に掲げる使用料に係る収入は、区の収入とする。 

a  ふれあい館の貸室使用料 

b  その他区長が定める使用料 

エ 支出「管理運営費」 

（ア）『本部経費』は、当該施設の運営において、本社の総務・人事・経理部門等、直接経費以外にも必要

な経費（間接経費）が生じることが想定されるため、内容を明確にしたうえで、経費として計上を

認める。ただし、計上が認められる『本部経費』は、検証可能なものであって、支出内容、算出方

旅費　※通勤手当含む

消耗品費（施設管理分）

物品修繕費

役務費(電話料等)

委託料（清掃等）

未払消費税

運営費

予定する収支差額　※利益含む

光熱水費（実費精算）

光熱水費費収支差額

給与等　　※退職手当は含まない

法定福利費(事業主負担分)

人件費収支差額

家屋等修繕費（小破修繕に係る経費）

家屋等修繕費収支差額

収入 支出

管
理
費

本部経費

その他（賃借料等）

管理運営費収支差額

指定管理料

その他（教材費徴収額等）

管理
運営費区

分

人件費 指定管理料

家屋等
修繕費

指定管理料

指定管理料（光熱水費）
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法、算出根拠が資料により明らかにできることを条件とする。また、算出において施設数や職員数

による按分が必要な場合は、合理的な基準をもって算出するものとする。 

以下に例を示すが、事案によって適切な算出基準や算出方法は異なると考えられるため、各ケー

スに適した算出方法を提案すること。なお、例のとおり提出しても認められないこともある。 

 

 ＜具体的な項目の事例＞ 

項目 考え方 

本社経理事務費 本社が一括して行っている契約手続や支払等に要する人件費 

求人広告費 本社で一括して実施している求人広告等の費用 

＜算出方法、検証方法の例＞ 

算出基準 算出方法の例 
算出根拠の例 

（検証に必要となる書類） 

施設数 按分対象となる費用を、(当該施設)/(当

該部門で担当する施設数) で比率按分 

・按分対象となる費用の証憑 

・当該事業者が運営している施設一覧 

職員数 按分対象となる費用を、(当該施設の職員

数)/(全社の職員数) で比率按分 

・按分対象となる費用の証憑 

・施設職員数、全社職員数の証憑 

（イ）ふれあい館の指定管理業務は課税事業である。よって、『未払消費税』に仮受消費税（収入の消費税

相当額）と仮払消費税（支出のうち、課税取引に係る消費税相当額）の差額を計上すること。 

（ウ）『予定する収支差額』については、各種引当金などの支出予定額や想定する利益等を計上できる。 

（エ）「管理運営費」に不足が生じた場合は、指定管理者の負担とする。ただし、予期することのできない

特別な事由が認められる場合に限り、区と協議の上、区が支払う。 

なお、指定管理期間中に、各館ともフリーWi-Fi をサロンスペースに新規導入する予定である。区

が提示する管理運営費には、その経費が含まれていることに留意すること。 

オ 支出「人件費」 

（ア）当該施設で働く職員の低賃金化につながることを防止するとともに、経費の明瞭化を図る視点から、

「人件費」を独立した経理とし、「管理運営費」の不足を補填することがないようにすること。 

（イ）指定期間中の上昇も考慮し、「人件費」の総額を算定・計上すること。 

（ウ）「人件費」に不足が生じた場合は、指定管理者の負担とすること。ただし、区と協議の上、追加で事

業等を受託した結果において不足する等の特段の事由が認められる場合に限り、区が支払う。 

カ 支出「家屋等修繕費」 

「家屋等修繕費」に不足が生じた場合は、区に協議の上、区が必要と認めた場合に限り、区がその都

度支払う。 

（３）指定管理料の精算と支払方法 

ア 「管理運営費（光熱水費を除く）」の収支差額において、決算額が協定額の『予定する収支差額』を超

過した場合は、その超過した額の 2 分の 1 を区へ返還すること。なお、2 分の 1 の額の１円未満の端

数は切り捨てることとする。 

イ 決算時に『光熱水費』の収支差額に余剰金が発生した場合は、指定管理者はその全額を区へ返還する

こと。 

ウ 決算時に「人件費」の収支差額に余剰金が発生した場合は、指定管理者はその全額を区へ返還するこ
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と。また、「人件費」の余剰金の返還に伴い、「管理運営費」に計上した『未払消費税』については、

過払消費税となるため、その相当額についても区に返還すること。 

エ 決算時に「家屋等修繕費」の収支差額に余剰金が発生した場合は、指定管理者はその全額を区へ返還

すること。 

オ 指定管理料の金額は原則として指定期間（5 年間）を通して変更せず、会計年度（4 月 1 日から翌年 3

月 31 日）ごとに指定管理者の請求に基づき、4 回に分けて支払う。 

（４）指定管理料の積算（企画提案書⑲関係） 

８（１）～（３）に基づき、企画提案内容の実施に必要な収支金額とその内訳を作成すること。 

なお、各項目を積算して記載する際は、未払消費税を除き、指定管理期間である 5 年間に均して、各

年度とも同じ金額を計上する点に留意すること。 

ア 区が支払う指定管理料の上限は、別紙 5 のとおりとする。「管理運営費」、「光熱水費」、「人件費」、「家

屋等修繕費」の区分ごとの金額を提案上限額内で積算すること。なお、「光熱水費」及び「家屋等修繕

費」は区が提示する額を計上すること。 

イ 指定管理料は、提案に基づき、選定委員会で了承された金額とし、原則として指定期間（5 年間）を通

して変更しない。なお、「人件費」については、職責や経験に応じた昇給やベースアップ等による上昇

を踏まえて計上すること。 

ウ 「管理運営費」の『本部経費』は、法人等の運営形態や対象施設の状況等を考慮し、経費項目、考え

方、算出方法、検証方法等を提案すること。なお、提案する『本部経費』は、検証可能な経費に限り

計上として認められるため、根拠資料を用いた適切な説明ができるよう備えておくこと。 

エ 複写機等の賃借料や租税公課等については、「管理運営費」の『管理費（その他）』に計上すること。 

オ 各種引当金、指定管理受託にあたって法人等が確保したい利益額を計上する場合には「管理運営費」

の『予定する収支差額』として計上すること。 

カ 「管理運営費」の『本部経費』など指定管理料の内訳については、議決を受けて指定管理者として決

定した後、区が指定する公認会計士の助言を踏まえて、区と協議の上で決定する。 

キ 本公募の対象 3 館に関する決算額及び光熱水費の実績は、別紙 6 のとおり。 

 

９ 選定基準・選定方法 

荒川区ふれあい館指定管理者候補者選定委員会において次の選定基準、選定方法に基づき、応募法人等

の審査を行い、指定管理者候補者を選定する。 

（１）選定基準 

ア 法人等の信頼性、資質、組織体制、事業の実現性 

イ 施設目的との適合性及び企画提案の優劣 

ウ 職員体制 

エ 施設の管理運営 

オ 収支計画 

カ その他 

 

 

 

 

-8-



（２）選定方法・選定スケジュール 

事項 期日・期限 

事業者向け説明会・施設見学会の参加申込締切 令和 7 年 5 月 1 日（木）正午 

事業者向け説明会・施設見学会 令和 7 年 5 月 2 日（金）13 時 10 分 

公募参加申込書の受付締切 

質問締切 

令和 7 年 5 月 14 日（水）正午 

質問回答 令和 7 年 5 月 19 日（月）17 時 

企画提案書の提出締切 令和 7 年 5 月 26 日（月）17 時 

１次審査（書類審査）結果通知 令和 7 年 6 月下旬 

２次審査（施設の視察・プレゼンテーション審査） 令和 7 年 7 月上旬 

指定管理者候補者の公表（結果の通知・公表） 令和 7 年 9 月中旬 

指定管理者の指定（議会の議決後） 令和 7 年 10 月中旬 

指定管理協定書締結 令和 8 年 4 月 1 日 

 

（３）選定結果等の通知及び公表 

審査・選定結果等は、応募法人等に通知するとともに、区公式ホームページへの掲載により公表する。 

なお、応募法人等の個別の評価・審査結果等についての問い合わせについては、受け付けない。 

 

１０ 応募に当たっての留意事項 

（１）本件応募に関し、選定委員及び本件に関係する区職員との不適切な接触を禁ずる。接触の事実が認め

られた場合、失格とする場合がある。 

（２）重複提案の禁止 

応募 1 法人等もしくは 1 共同事業体につき、企画提案は 1 案を上限とする。 

（３）提案内容変更の禁止 

提出後に、提出書類の内容を変更することは認めない。 

（４）虚偽の記載をした場合の無効 

応募書類に虚偽等の記載が含まれる場合は失格とする。 

（５）費用負担 

応募に関して必要となる費用は、応募法人等の負担とする。 

（６）応募書類の取扱い 

提出された応募書類等は、電子媒体を含めて返却しない。 

（７）申込み後の辞退（申請の取下げ） 

応募のための申請書類を提出した後に辞退する際には、荒川区ふれあい館指定管理者指定申請取下げ

届〔様式第 2 号〕を提出すること。 

（８）協定締結 

指定管理者として選定された後に議決を受けて指定管理者として決定した法人等は、区と協議の上、

協定を締結する。特に、「管理運営費」の『本部経費』など、指定管理料の内訳については、区が指定

する公認会計士の助言を踏まえて、区と協議する。 

（９）審査方法等の変更可能性 
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感染症拡大等の状況を総合的に考慮し、予告なく審査方法等を変更する場合がある。 

（10）議決を受けて新たに指定管理者として決定した法人等は、別途区と委託契約を締結し、指定管理開始

前の必要な期間、ふれあい館運営のための準備行為を実施するとともに、指定期間開始日より適切な

管理運営が実施できるよう、体制を整えること。 

（11）併設されている学童クラブについて 

   西尾久ふれあい館に併設されている学童クラブについては所管部署にて別に選定を行う。 

   西尾久ふれあい館の管理運営においては、選定された学童クラブの運営事業者と適宜、適切な連携を

行うこと。 

（12）原則として、当該ふれあい館等へ応募に関する情報収集等で訪問及び問い合わせはしないこと。 

 

１１ 事業者向け説明会及び施設見学会 

日時・会場 

＜説明会＞ 

 日時：令和 7 年 5 月 2 日（金）13 時 10 分から（開始 10 分前から受付） 

会場：南千住駅前ふれあい館 3 階 洋室 1・2・3 

住所：荒川区南千住七丁目 1 番 1 号アクレスティ南千住 2 階 

アクセス：JR 常磐線・東京メトロ日比谷線「南千住」駅より徒歩 2 分 

＜施設見学会＞ 

①南千住駅前ふれあい館 

日時：令和 7 年 5 月 2 日（金）14 時 20 分から（開始 10 分前から受付） 

（住所、アクセスは同上） 

②荒木田ふれあい館 

日時：令和 7 年 5 月 2 日（金）15 時 20 分から（開始 10 分前から受付） 

住所：荒川区町屋六丁目 13 番 2 号 

アクセス：東京メトロ千代田線「町屋」駅より徒歩 11 分 

      都営バス草 41「町屋三丁目」下車 徒歩 2 分 

③西尾久ふれあい館 

日時：令和 7 年 5 月 2 日（金）16 時 20 分から（開始 10 分前から受付） 

住所：荒川区西尾久八丁目 33 番 31 号 

アクセス：都電荒川線「荒川車庫前」駅より徒歩 2 分 

参加申込 

事業者向け説明会及び施設見学会申込書〔様式第 20 号〕をＦＡＸ又はメールに

て提出すること。当日は、直接、各会場へ集合すること。 

なお、複数の施設見学会へ参加を希望する場合には、申込書の参加を希望する

施設見学会すべてに「〇」をつけること。 

申込み期限 令和 7 年 5 月 1 日（木）正午まで 

 

１２ 問い合わせ・書類等提出先 

荒川区区民生活部区民施設課施設計画係（区役所 3 階⑪番窓口）担当：森藤、横山 

〒116-8501 荒川区荒川二丁目 2 番 3 号 

（電 話）03－3802－3111 内線 2531  （ＦＡＸ）03－3802－3121 

（メールアドレス）kuminsisetsu@city.arakawa.lg.jp 
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【募集要項２  関係】                            別紙 1  

 

－６－ 
 

 

 

２ 指定期間    

令和８年４月１日から令和１３年３月３１日（５年間） 

 

 

３ 施設開設日等 

 

（１）休館日 

    ふれあい館の休館日は、年末年始（１２月２９日から３１日、１月１日から３日）

とする。ただし、保守点検など施設の安全性を確保するために必要な場合など、区長

が必要と認めた場合及び指定管理者が必要と認め区長が承認した場合は、休館するこ

とができる。 

 

（２）開館時間及び事業時間 

    開館時間は、基本的には午前８時３０分から午後１０時までとする。ただし、区長

が必要と認めた場合及び指定管理者が必要と認め区長が承認した場合は変更できる。 

項目  

児童対象事業 
平日 午前９時から午後６時まで 

土曜日 午前９時から午後５時まで 

高齢者対象事業 
平日 午前９時から午後５時まで 

土曜日 午前９時から午後５時まで 

その他の事業 午前９時から午後１０時まで 

貸室使用申請受付 午前８時３０分から午後９時３０分まで 

 

 

４ 個別事務、事業 

 西尾久ふれあい館に併設されている学童クラブについては所管部署にて別に選定を行う。 

西尾久ふれあい館の管理運営においては、選定された学童クラブの運営事業者と適宜、適

切な連携を行うこと。 



【募集要項２ （１）関係】                              別紙２  

 

 

〇〇ふれあい館 業務仕様書（案） 

 

 

 

 〇〇ふれあい館の指定管理者が行う管理運営業務の内容及びその範囲等は、この仕様書に

よる。 

 

１ 趣旨 

  本仕様書は、荒川区ふれあい館条例（以下「条例」という。）に基づき、ふれあい館の

指定管理者が行う管理運営業務の内容及び履行方法について定めることを目的とする。 

 

２ ふれあい館の管理に関する基本的な考え方 

  指定管理者は、ふれあい館を管理運営するに当たり、次に掲げる項目に沿ってその管理 

 運営を行うこと。 

（１） ふれあい館は、区民の相互交流と自主的活動を促進することにより、住民福祉の増

進と生活文化の向上を図り、もって心豊かな地域社会の形成に資することを目的とし

た複合施設であり、その設置理念に基づき管理運営を行うこと。 

（２） 特定の個人、団体及びグループに対して、有利又は不利になるような取扱いをしな

いこと。 

（３） 効率的かつ効果的な管理運営を行い、経費の節減に努めること。 

（４） 個人情報の適切な管理を行うこと。 

（５） 地域住民や利用者の意見、要望を管理運営に反映させること。 

 

３ 管理物件の概要 

  《管理施設》 

（１） 施設名称  〇〇ふれあい館 

（２） 所在地   荒川区〇〇丁目〇番〇号 

（３） 施設の概要 

  ア 建築構造  鉄骨造地上〇階建の〇階 

  イ 敷地面積  〇〇㎡ 

  ウ 延床面積  〇〇㎡ 

          （内訳）〇階〇㎡  〇階〇㎡ 

  エ 施設内容  各階の施設・設備内容は、各施設の現況による。 

          その他付属設備…だれでもトイレ、男女トイレ、給湯室、 

駐車場、駐輪場 

 

  《管理物品》 

（１） 備品等(Ⅰ種) 別添１のとおり 

（２） 備品等(Ⅱ種) 該当なし 

（３） 備品等(Ⅲ種) 該当なし 

 

４ 開館日 平成〇年〇月〇日 

 

５ 事業時間 

乙：指定管理者 

甲：区 
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項     目 時       間 

児童対象事業 
平日 午前９時から午後６時まで 

土曜日 午前９時から午後５時まで 

高齢者対象事業 
平日 午前９時から午後５時まで 

土曜日 午前９時から午後５時まで 

その他の事業 午前９時から午後10時まで 

貸室使用申請受付 午前８時30分から午後９時30分まで 

 

６ 法令等の遵守 

  乙は、本施設の管理運営業務の実施にあたっては、本仕様書のほか次の各号に掲げる法 

 令に基づかなければならない。 

  なお、指定期間中、以下に規定する法令等に改正があった場合は、改正された内容を仕

様とする。 

（１） 地方自治法 

（２） 荒川区ふれあい館条例（以下「条例」という。) 

（３） 荒川区ふれあい館条例施行規則 

（４） 荒川区ふれあい館管理運営要綱 

 

７ 乙が行う管理運営業務 

  乙が行う管理運営業務は、次のとおりとする。 

（１） 条例第２条に掲げる事業 

  ア 乳幼児から児童、青少年、成人、高齢者まで、あらゆる世代の区民が生き生きと集 

い、ふれあいと相互交流の輪を広げる事業 

  （ア） 世代間交流事業 

      あらゆる世代の区民が相互に交流し心ふれあうことのできる事業を実施する。 

（例）ふれあい館まつり、ふれあい館交流事業、地域文化祭、じぃじ・ばぁばと 

遊ぼうなど 

  （イ） 世代別交流事業 

  ａ 乳幼児対象事業 

乳幼児と保護者を対象に、甲がひろば館等で実施する年齢別活動（幼児タイム 

など）や「親子ふれあいひろば」事業等を実施すること。 

（例）・乳幼児を対象とした体操、手遊び等の年齢別クラス活動（年齢別乳幼児 

活動） 

・父親や祖父母等の育児参加を促すための幼児と保護者の活動（パパと 

遊ぼう） 

・乳幼児の成長を記録し実感するための身体測定 

※親子ふれあいひろば…乳幼児と保護者が自由に遊んだり交流できる居場所 

ｂ 児童対象事業 

児童の発達に応じた健全な遊びを提供し、その健康を増進し、知的・社会適応 

力を高め、情操を豊かにするため、児童館としての児童育成事業を実施するこ 

と。 

（例）・児童の健康を増進し、仲間づくりができるスポーツ・ダンス・サークル 

活動等 
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・児童の創造力を高める活動（工作教室） 

ｃ 中高生対象事業 

中高生の居場所づくりとその発達に応じた事業を実施するとともに、自主性、 

社会性を育む活動の拠点となるような事業を実施すること。 

（例）・スポーツ、遊びなどを通した中高生の放課後の安心安全な居場所づくり 

・地域の担い手としての成長を促す活動（地域活動への参画補助、自主的 

な活動の補助等） 

ｄ 成人対象事業 

在宅で子育てしている世代や勤労者、退職者等の生涯学習及び地域活動への参 

加を促す一助となり、興味を持って参加できる教養、娯楽活動を実施すること。 

また、事業の実施にあたっては、男性の参加を促す工夫をすること。 

（例）・ふれあい館を知るきっかけをつくる講座や活動（大人の遠足、親子創作 

活動等） 

・地域活動への参加を補助する事業（地域まつり参加支援） 

・利用者同士が交流し自主的な活動につながる事業（フラダンス、ニュー 

スポーツ等） 

ｅ 高齢者対象事業 

高齢者に対して教養の向上及びレクリエーションの場を提供し、高齢者の心身 

の健康増進を図るための事業を実施すること。また、事業の実施にあたっては、 

男性の参加を促す工夫をすること。 

（例）・施設職員及び利用者並びに利用者相互の交流を図るための事業 

・興味を持って参加できる教養講座、趣味娯楽活動（ICT講座、創作活 

動、カラオケ、合唱等） 

・高齢者が継続して取り組むことができる健康づくり、運動機能の維持、 

認知症予防等につながる事業（スポーツ吹き矢、ヨガ、高齢者向け体操 

等） 

  イ 遊び、文化、スポーツ、健康づくりその他の教養娯楽活動等を通じて地域コミュニ 

   ティの形成を図るための事業 

  （ア） 健康増進事業 

      健康を維持するため、誰もが気軽にできる体操の他、児童から高齢者まで体を

動かして楽しむことのできるニュースポーツなどを積極的に実施すること。 

  （イ） サークル活動支援事業 

      地域の各種サークルを育成するための相談、助言及び指導等の環境整備を行う

こと。 

  （ウ） 子ども読書活動推進事業 

      「読書を愛するまち・あらかわ」宣言の理解促進に努め、子どもが本と出会う

機会を持ち、読書の楽しさを味わい、本の内容を深く理解することを通じて、豊

かにたくましく「生きる力」を自ら育むことができるよう子どもの読書活動を推

進すること。 

  （エ） その他事業 

      小中学校や町会等と連携し、地域の子どもまつり等の実施を支援すること。 

  ウ 地域住民の自主的かつ主体的な活動を促進するための場の提供に係る事業（貸室事

業） 

  （ア） 区民が地域コミュニティ活動を行うため貸室等を利用する場合は、その活動を 
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     支援するために必要な助言を行うこと。 

  （イ） 利用者に対する利用の手引き等を作成し、提供すること。 

  エ 甲が実施する事務事業のための場の提供に係る事業 

  オ その他甲が指定した事務事業 

 

（２） 本施設の貸室使用受付等に関する業務 

  ア ふれあい館貸室使用申請書の受付業務 

  イ 施設予約システムの入力に関する業務 

  ウ ふれあい館使用承認書の交付義務 

  エ ふれあい館使用承認事項変更・取消申請書の受付業務 

  オ ふれあい館使用承認事項変更・取消承認書の交付業務 

 

（３） 施設及び付帯設備等の維持管理に関する業務 

  ア 施設及び設備の管理業務 

  （ア） 施設の保守管理 

      施設の仕上げ材の浮き、ひび割れ、はがれ、かび等の発生がない状態を維持し、

かつ、美観を維持する。そのために必要な軽微な修繕は乙の責任により行うこと。 

      なお、施設敷地内は禁煙とすること。 

  （イ） 建物設備の保守管理 

      施設における建築設備は、日常点検、法定点検、定期点検等を行い、適正に管

理すること。 

  （ウ） 備品等の保守管理 

      乙は、施設運営、事業に支障をきたさないよう別添１に示す備品等(Ⅰ種)を適

正に管理すること。 

  イ 環境維持管理業務 

    施設内外の快適な環境を維持するため、日常清掃、定期清掃等の清掃業務を適切に

行うこと。 

  ウ 保安警備業務 

    施設内の秩序を維持し、事故、盗難・破壊等の犯罪及び火災等の発生を警戒及び

防止し、財産の保全を図るとともに利用者の安全を守るために、保安警備業務を適

切に行うこと。 

  エ 施設保全業務 

    施設を安全、かつ、安心して利用できるよう、施設の予防保全に努めること。 

オ 環境への配慮 

指定管理者は、荒川区環境基本条例第６条に基づき、環境配慮の観点を重視した電

力調達を行うなど、施設等の維持管理において環境への負荷の低減を図るために必要

な措置を講ずること。 

  カ 管理業務の委託 

  （ア） 乙は、昇降機、消防用設備等の個々の具体的業務を第三者に委託できるものと 

     する。 

      ただし、管理に係る業務を一括して第三者に委託することはできない。 

  （イ） 乙は、管理業務を第三者に委託する場合、甲に対し業務内容、委託業者名、委 

     託業者、所在地、委託業者選定方法、委託期間、委託先の実施体制及び職員配置 

状況を届出し、承認を受けなければならない。 
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      また、第三者からさらに他の事業者に委託することは原則として認めない。 

  （ウ） 自家用電気工作物の工事、維持及び運用に関する業務 

      乙は本施設の自家用電気工作物の工事、維持及び運用に関する業務について次 

     のとおり取扱うことができるものとする。 

    ａ 乙は、甲から委託を受けた本施設の自家用電気工作物の維持・管理の主体であ 

り、当該電気工作物について、電気事業法第39条第１項の義務を果たすものとす 

る。 

    ｂ 甲及び乙は、本施設の自家用電気工作物の工事、維持及び運用の保安を確保す 

     るに当たり、電気主任技術者として選任する者の意見を尊重すること。 

    ｃ 甲及び乙は、本施設の自家用電気工作物の工事、維持及び運用に従事する者 

に、電気主任技術者がその保安のためにする指示に従うように確約させること。 

    ｄ 甲及び乙は、電気主任技術者として選任する者に、自家用電気工作物の工事、 

     維持及び運用に関する保安の監督の職務を誠実に行うように確約させること。 

 

（４） その他の業務 

  ア 事業計画書及び収支計画書の作成 

    乙は、本協定第 32 条に基づき、翌年度の事業計画書及び収支計画書を甲の指定す 

   る期日までに提出すること。 

  イ 事業報告書等の作成 

    乙は本協定第 33 条に基づき、本業務に関し別表４に掲げる報告書を甲の指定する 

   期日までに提出すること。 

  ウ 日報の作成 

    日報を作成すること。 

  エ 自己評価の実施 

    施設における利用者サービスの一層の向上を図るため、利用者等から施設運営に関 

   する意見を聴き、自己評価を実施すること。 

    なお、自己評価により得られた評価は事業報告書に記載し、次年度の管理運営にお 

   いて反映すること。 

  オ 指定期間終了に当たっての引継業務 

    乙は、指定期間終了時に、次期の指定管理者が円滑かつ支障なく施設の業務を遂行 

   できるよう適切な引き継ぎを行うこと。 

  カ その他日常業務の調整 

    日常業務について、その都度甲や関係機関との連絡調整を行うこと。 

 

（５） 施設・活動の広報に関する業務 

指定管理者は、ふれあい館の利用案内、活動予定、活動の状況等について紙媒体、

ICT を活用し、積極的な広報活動を実施することにより、利用者の維持及び新規利用

者の開拓に努めること。 

 

（６） 施設の経理に関する業務 

 

（７） 前各号に掲げるもののほか、甲が特に必要と認める業務  

 

８ 職員の雇用等について 
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（１） 乙は、管理運営業務を十分に履行できる職員体制の確保に努めるものとする。ま

た、区民の積極的な雇用を図ること。 

 

（２） 館長 

    乙は、児童館等児童福祉施設において２年以上勤務した経験を有する者又は同等の 

   能力を有する者を館長に定め、甲に届けるものとする。 

    また、館長は、本業務の円滑な管理及び運営に努め、現場を統括するものとする。 

 

（３） 職員配置(館長を除く) 

  ア 乙は、以下の（ア）から（カ）に定めるいずれかの資格を有する常勤職員を２名以 

   上配置すること。 

  （ア） 都道府県知事の指定する児童福祉施設の職員を養成する学校その他の養成施設

を卒業した者 

（イ） 保育士の資格を有する者 

（ウ） 社会福祉士の資格を有する者 

（エ） 学校教育法の規定による高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者、大学へ

の入学を認められた者若しくは通常の課程による12年の学校教育を修了した者又

は文部科学大臣がこれと同等以上の資格を有すると認定した者であって、２年以

上児童福祉事業に従事したもの 

（オ） 幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校又は中等教育学校の教諭の

免許状を有する者 

（カ） 次のいずれかに該当する者であって、甲が適当と認めたもの 

ａ 学校教育法の規定による大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会

学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒

業した者 

ｂ 学校教育法の規定による大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会

学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当する課程において優

秀な成績で単位を修得したことにより、大学院への入学が認められた者 

ｃ 学校教育法の規定による大学院において、社会福祉学、心理学、教育学、社会

学、芸術学若しくは体育学を専攻する研究科又はこれらに相当する課程を修めて

卒業した者 

ｄ 外国の大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは

体育学を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した者 

  イ 乙は、高齢者福祉施設において２年以上勤務した経験を有する職員を１名以上配置 

   すること。 

  ウ 事務室には、常時１名以上の職員を配置すること。 

 

（４） 労務環境 

    乙は、職員の安定的及び継続的な雇用に努めるとともに、職員の健康管理や研修を 

   適宜実施するなど、良好な労務環境の整備に努めるものとする。 

 

（５） 法令遵守 

    職員の勤務条件等の設定及び運用にあたっては、労働基準法等の関係法令を遵守す 

   るものとする。 
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９ 指定管理料の執行について 

（１） 本施設の管理運営に係る全ての費用は、甲が支払う経費及び館の事業に係るその他

の収入（貸室使用料は除く。）による経費をもってあてるものとする。 

（２） 乙は、施設内の修繕を実施し、家屋等修繕費を支出した場合は、その修繕内容及び

実績額を甲に報告するものとする。ただし、１件10万円を超える修繕は事前に甲との

協議の上、承認を受けなければならない。 

（３） 本施設が区施設と併設する場合は、本施設と併設する区施設との負担割合により甲

が算出した額を本施設の光熱水費の負担額とし、乙は、甲が四半期毎に発行する納入

通知書により、その負担額を支払うものとする。 

 

10 提出書類 

乙は、甲が各年度に指定する期日までに、協定書に定める書類の他、次に掲げる書類を 

甲に提出するものとする。 

（１） 職員配置及び勤務条件等に関する書類 

    職員配置及び勤務条件等に関する書類は、次に掲げるものとし、本協定締結時及び 

甲が各年度に指定する期日までに甲に提出するものとする。ただし、年度途中で変更 

があった場合は、その都度甲に提出するものとする。なお、提出済のイ、ウ及びエに 

ついては、記載内容等に異動がない場合は、提出を省略することができる。 

  ア 職員の配置体制を記載した書類（労働者名簿及び勤務シフト表など) 

  イ 職員の勤務条件が分かる書類（労働条件通知書の写しなど） 

  ウ 職員全員の履歴書の写し 

  エ 保育士等の資格証明書の写し 

（２） 備品等の在庫状況が分かる書類 

（３） その他、甲が施設の管理運営状況を把握するために必要な書類 

 

11 業務報告 

  乙は、毎月すみやかに前月分の施設の管理運営業務の実施状況（事業の概要や参加人数 

等）、施設の利用状況（来館者数等）、乙又は委託した第三者による施設保守点検業務の 

実施状況等についての報告書を作成し、甲に提出しなければならない。 

 

12 随時報告 

  乙は、次に掲げる事由が発生したときは、書面により随時、報告するものとする。ただ 

し、緊急の場合はこの限りではない。 

（１） 利用者又は近隣住民等から苦情があったとき。 

（２） 施設利用者又は職員が事故にあったとき。 

 

13 防災計画及び防火管理者の届出等 

  乙は、次の事項を管轄する消防署へ届け出の上、適切に実施しなければならない。 

（１） 消防計画に関すること。 

（２） 防火管理者の設置に関すること。 

（３） 月１回以上の避難訓練の実施に関すること。 

（４） 緊急時対策、防犯・防災対策についてマニュアルを作成し職員に指導を行うこと。 

 



【募集要項２ （１）関係】                              別紙２  

 

 

14 災害時の対応 

  本施設は荒川区地域防災計画に基づき災害等緊急時における区の避難所等に指定してい

るため、災害等緊急時には、別に定める協定に基づき、乙は、甲の指示に従い、避難所等

の設営、運営及び避難誘導等について、必要な対応を取ること。 

 

15 管理運営業務を実施するにあたっての注意事項 

  乙は、管理運営業務を実施するにあたって、次の各項目に留意して円滑に実施するこ

と。 

（１） 区内にある他のふれあい館、ひろば館等の施設との連携を図った運営を行うこと。 

（２） 乙が施設の管理運営に係る各種規程、要綱等を作成する場合は、甲と協議するこ

と。 

（３） 保守委託契約、物品購入契約等は原則として区内業者の活用をはかること。 

（４） その他本仕様書に記載のない事項については甲と協議すること。 

【業務仕様書注釈】 

○ ３ 管理物件の概要《管理物品》（１）別添１は省略する。 

○ ７ 乙が行う管理運営業務（４）その他の業務内に記載される「本協定第 32 条」及び

「本協定第 33条」は以下のとおり。 

第 32 条（事業計画書） 乙は、毎年度甲が指定する期日までに翌年度の事業計画

書及び収支計画書を提出し、甲の承認を得なければならない。 

２ 甲及び乙は、事業計画書及び収支計画書を変更しようとするときは、甲と乙の

協議により決定するものとする。 

第 33 条（事業報告書等） 乙は、本業務に関し、別表４に示す事業報告書等を、

甲が指定する期日までに提出しなければならない。 

２ 乙は、甲が第 47 条又は第 49条に基づき年度途中において乙に対する指定管理

者の指定を取り消した場合には、指定が取り消された日から 30 日以内に当該年

度の当該日までの間の事業報告書等を提出しなければならない。 

３ 甲は、事業報告書等の内容又はそれに関連する事項について、乙に対し、必要

があると認めるときは、随時、書面による報告又は口頭による説明を求めること

ができるものとする。 

４ 乙は、その他甲が施設の状況等を把握するために必要な事項を記載した報告書

を甲が指定する期日までに提出しなければならない。 

○ 別表１～３は省略する。 



【業務仕様書 別表４（第 33 条関係）】 

  

報告書類一覧 

区分 提出資料及び保管すべき資料 提出期限 

サービス 

内容 

＜提出資料＞ 

・半期事業報告書 

各年度の 10 月末

まで 

・事業報告書 

・利用者アンケート報告書 

各年度の 3 月末

まで 

＜保管すべき資料＞ 

 
― 

会計・ 

法人決算 

＜提出資料＞ 

■施設決算関係 

・決算書 

・決算書項目の明細書（補助元帳） 

・決算書マトリックス表 

（指定管理者自身の帳簿科目との関連表） 

■収入関係 

・収入明細書 

■支出関係 

・人件費明細書（補助元帳） 

・管理運営費明細書（補助元帳） 

・本部経費明細書（補助元帳） 

・本部経費の根拠資料として提案しているもの 

・家屋等修繕費明細書（補助元帳） 

■法人決算関係 

・法人決算書 

各年度の翌年度 

5 月末まで 

＜保管すべき資料＞ 

■収入関係 

・収入明細書に関する証憑 

■支出関係 

・人件費明細書の証憑 

（出勤簿、労働者名簿、賃金台帳、就業規則（給与

規程・退職金規程）、雇用契約書） 

・管理運営費明細書の証憑 

（契約書、領収書等） 

・家屋等修繕費明細書の証憑 

（契約書、領収書等） 

・本部経費明細書の証憑 

（根拠資料として提案しているもの） 

― 



【業務仕様書 別表４（第 33 条関係）】 
 

区分 提出資料及び保管すべき資料 提出期限 

労務 ＜提出資料＞ 

■労働基準法関係 

・出勤簿※、労働者名簿、賃金台帳 

・就業規則 

（給与規定･賃金規程･退職金規定・その他、就業規

則で｢別に定める｣旨が規定されている規程等(育

児･介護休暇規程等)も含める）※ 

・労働条件通知書（雇用契約書等） 

・３６協定控（時間外・休日労働に関する協定書） 

・賃金控除協定書※ 

■各種保険関係 

・社会保険関係 

（得喪関係書類、算定届出及び総括表の写し）※ 

・雇用保険届出控※ 

・労働保険料申告書控※ 

・労働保険継続一括関係控※ 

■その他 

・定期健康診断報告控 

・衛生管理者、産業医の届出控※ 

・年次有給休暇管理台帳※ 

・会社の組織図 

・安全衛生推進者・作業主任者修了証の写し※ 

・安全委員会・衛生委員会会議録※ 

・障がい者雇用率 

・障がい者雇用状況報告書の写し※ 

各年度の翌年度 

4 月末まで 

＜保管すべき資料＞ 

 
― 

 

  ＜保管すべき資料＞とは、区が提出を求めた際に迅速に提供できるように整備しておく資料で

ある。 

  ※印の資料については、指定期間に 1 回以上、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 244 条

の 2 第 10 項や協定の内容に基づき、専門家による施設への立ち入り検査を実施する際に提出

を求めるものである。 

 

 



【募集要項２　（２）関係】

≪南千住駅前ふれあい館≫

項目 回数

１１０番通報装置 年４回

法定点検：年１回

定期点検：月１回

冷水機（１台） 年１回

ゼロックス電子複写機等 適宜実施

２階正面玄関入口 年１回

≪荒木田ふれあい館≫

項目 回数

１１０番通報装置 年４回

ヒートポンプメンテナンス

フィルター換気口清掃

自動火災報知機設備

防火戸・防火シャッター

誘導灯及び誘導標識

消火器

法定点検：年１回

定期点検：月１回

加圧給水ポンプ（飲料） 年１回

受水槽清掃（飲料）・水質検査 年１回

冷水機（３台） 年１回

植込地管理 適宜実施

ゼロックス電子複写機等 適宜実施

１階正面玄関入口・バリアフリートイレ 年１回

 ※消防用設備保守業務、自家用電気工作物保守、受水槽清掃・増圧給水ポンプ(飲料)については、

　　アクレスティ南千住管理組合が建物全体を対象として実施する。

・下記の標準的な施設管理業務を行うこと。
・通常清掃は毎日行うこと。また、床面・硝子・照明器具等の清掃は年２回を行うこと。
・この他に必要と認められる保守及び管理業務がある場合は、適切に実施すること。

 ※建築基準法第12条で義務付けられている建築物・建築設備・防火設備法定点検(年１回)は、
　　区が実施する。

ウォータークーラー保守

年２回

名称

非常通報装置保守

空調機保守

消防用設備保守

事務機器保守

自動扉保守

ウォータークーラー保守

「施設の管理に関する業務」に係る標準的な仕様

名称

昇降機保守
※製造メーカーによる保守を委
託すること

非常通報装置保守

エレベーター（１基）

総合点検：年１回
機器点検：年２回

昇降機保守
※製造メーカーによる保守を委
託すること

エレベーター（１基）

給排水設備定期点検

その他保守

事務機器保守

自動扉保守

別紙３

- 1 -



【募集要項２　（２）関係】

≪西尾久ふれあい館≫

項目 回数

１１０番通報装置 年４回

受電盤 月１回

ヒートポンプメンテナンス

フィルター換気口清掃

自動火災報知機設備

防火戸・防火シャッター

誘導灯及び誘導標識

消火器

法定点検：年１回

定期点検：月１回

増圧給水ポンプ（飲料） 年１回

冷水機（２台） 年１回

植込地管理 適宜実施

ゼロックス電子複写機等 適宜実施

１階正面玄関入口・バリアフリートイレ 年１回自動扉保守

ウォータークーラー保守

年２回

その他保守

名称

非常通報装置保守

自家用電気工作物保守

空調機保守

消防用設備保守
総合点検：年１回
機器点検：年２回

昇降機保守
※製造メーカーによる保守を委
託すること

エレベーター（１基）

事務機器保守

給排水設備定期点検

別紙３

- 2 -



【募集要項２ （３）関係】                              別紙４  

 

責任・費用分担表 

○：主たる負担者 

リスクの種類 内容 
負担者 

区 指定管理者 

１ 施設の目的外使用 施設の目的外使用許可に伴う責任及び費用 ○  

２ 第三者による実施 

業務の一部を第三者に委託し、その者の責め

に帰すべき事由により生じた損害及び増加費

用 

 ○ 

３ 施設の改修等 

(１) 
施設の改修、改造、増築及び移設に伴う責任

及び費用 
○  

(２) 
施設の良好な状態での維持及び保全（軽微な

修繕及び整備を含む）するための費用(※１) 
 ○ 

４ 住民対応 

(１) 近隣住民への配慮  ○ 

(２) 施設周辺の環境保持 (※２) ○ 

（３） 施設の利用者等からの苦情  ○ 

５ 情報管理 
業務で知り得た個人情報、一般に公開されて

いない情報の管理 
 ○ 

６ 
区が無償で貸与

する備品の管理 

(１) 経年劣化等により使用できなくなったもの ○  

(２) 
指定管理者の故意または過失により使用でき

なくなったもの 
 ○ 

７ 賃金及び物価水準の変動 
賃金水準の上昇に伴う人件費の増、物品費等

価格変動に伴う経費の増 
(※３) ○ 

８ 損害賠償 

(１) 
指定管理者の故意または過失により生じた管

理物件(※４)への損害 
 ○ 

(２) 
指定管理者の責めに帰すべき事由により生じ

た第三者への損害 
 ○ 

９ 保険 

(１) 火災保険 ○  

(２) 
施設賠償責任保険、第三者賠償責任保険 

(※５) 
 ○ 



【募集要項２ （３）関係】                              別紙４  

 

リスクの種類 内容 
負担者 

区 指定管理者 

10 不可抗力 

天災（地震、津波、落雷、暴風雨、洪水、異

常降雨、土砂崩壊、感染症等）、人災（戦

争、テロリズム、暴動等）、法令変更その他

区及び指定管理者の責めに帰すことのできな

い理由に起因する損害 

○ 

(※６) 
 

11 指定の取消し 

(１) 
区の事由または不可抗力の発生による取消に

よって生じた損害賠償 

○ 

(※７) 
 

(２) 

指定管理者が適切な管理運営の継続が困難で

あると区が認めた場合の取消しによる違約金

及び損害賠償 

 
○ 

(※８) 

12 公租公課 業務の実施に関連して生じた公租公課  ○ 

13 
指定管理期間の

終了 

(１) 指定開始日を基準とした管理物件の原状回復  ○ 

(２) 区または区が指定する者への業務の引継ぎ  ○ 

※１ 指定管理者は、区が別途提示する家屋等修繕費の範囲内において修繕を実施する。費用に不足

が生じた場合は協議する。 

※２ 指定管理者が施設周辺の環境保持のため必要な対策を実施するときは、区は合理的な範囲内に

おいて協力する。 

※３ 賃金及び物価水準の大幅な変動等により、指定管理料が不適当となった場合は別途協議する。 

※４ 「管理物件」とは、指定管理業務の対象となる管理施設と備品等の管理物品をいう。 

※５ 保険の基準は、「特別区自治体総合賠償責任保険制度」と同程度のものとする。 

※６ 指定管理者が付保した保険によりてん補された金額相当分については、区の負担としない。 

※７ 区が負担することを原則として、費用等は合理性に基づき協議する。 

※８ 違約金は協定書で締結した指定管理料を上限とし、別途協定書に定める。ただし、生じた損害

が違約金の額を超えた時は損害賠償を請求できるものとする。 

 



【募集要項８　（４）ア 関係】 別紙５

（単位：円）

(税込) 南千住駅前 荒木田 西尾久

管理運営費 17,757,873 18,054,285 21,488,705

光熱水費 4,054,726 4,372,627 4,294,147

人件費 35,460,271 37,355,685 33,451,854

家屋等修繕費 1,067,536 1,278,632 1,250,996

合計 58,340,406 61,061,229 60,485,702

管理運営費 17,828,794 18,318,538 21,354,767

光熱水費 4,054,726 4,372,627 4,294,147

人件費 36,169,476 38,102,799 34,120,891

家屋等修繕費 1,067,536 1,278,632 1,250,996

合計 59,120,532 62,072,596 61,020,801

管理運営費 17,901,133 18,394,744 21,423,009

光熱水費 4,054,726 4,372,627 4,294,147

人件費 36,892,866 38,864,855 34,803,309

家屋等修繕費 1,067,536 1,278,632 1,250,996

合計 59,916,261 62,910,858 61,771,461

管理運営費 17,974,918 18,472,473 21,492,616

光熱水費 4,054,726 4,372,627 4,294,147

人件費 37,630,723 39,642,152 35,499,375

家屋等修繕費 1,067,536 1,278,632 1,250,996

合計 60,727,903 63,765,884 62,537,134

管理運営費 18,050,180 18,551,758 21,563,614

光熱水費 4,054,726 4,372,627 4,294,147

人件費 38,383,338 40,434,995 36,209,363

家屋等修繕費 1,067,536 1,278,632 1,250,996

合計 61,555,780 64,638,012 63,318,120

令和12年度
【指定期間5年目】

各ふれあい館　指定管理料提案上限額

令和8年度
【指定期間1年目】

令和9年度
【指定期間2年目】

令和10年度
【指定期間3年目】

令和11年度
【指定期間4年目】



【募集要項８　（４）キ 関係】 別紙６

１ 令和５年度決算額

南千住駅前 荒木田 西尾久

55,733,997 58,772,564 57,805,070

120,190 42,500 143,928

55,854,187 58,815,064 57,948,998

旅費　※職員の通勤手当を含む 1,648,332 858,273 1,291,520

消耗品費 316,274 1,074,270 195,585

物品修繕費 22,330 105,600 15,620

役務費 274,388 874,430 362,222

委託料 2,103,516 1,877,640 3,156,547

本部経費 1,111,994 20,000 1,111,994

未払消費税　　※2 3,590,210 2,990,808 3,735,250

その他(賃借料等) 798,246 1,959,541 1,162,215

小計 9,865,290 9,760,562 11,030,953

2,423,846 3,215,992 3,994,167

光熱水費　　　　※1 3,872,267 3,681,342 2,803,900

人件費　　　　　※1 32,832,714 26,063,732 31,519,841

家屋等修繕費　　※1 983,950 1,184,381 1,152,910

49,978,067 43,906,009 50,501,771

5,876,120 14,909,055 7,447,227

3,979,817 11,817,317 2,823,788

1,896,303 3,091,738 4,623,439

※1 支出「光熱水費」「人件費」「家屋等修繕費」は、協定額の範囲内で実費精算としており、精算後の金額を記載。

※2 支出「管理運営費（未払消費税）」は、「光熱水費」「人件費」「家屋等修繕費」の精算に伴う精算後の金額を記載。

※3 精算後収支差額は、収支差額から区への返還額を差し引いた金額(計画を超過した「人件費」負担額も差し引かれた額)を記載。

支
出

管
理
運
営
費

管
理
費

合　計

精算後収支差額　　※3

収支差額

運営費

区への返還額

決算額及び光熱水費実績

決算内訳

収
入

指定管理料(協定額)　　

その他(教材費徴収額等)

合　計

(単位：円)



【募集要項８　（４）キ 関係】 別紙６

　　２　光熱水費実績

（１）電気

南千住駅前 荒木田 西尾久

使用量(kWh) 149,854 64,318 112,170

料金(円) 3,401,604 2,202,850 2,468,360

使用量(kWh) 149,908 72,099 98,460

料金(円) 4,592,937 2,918,260 3,350,155

（２）ガス

南千住駅前 荒木田 西尾久

使用量(㎥) － 12,561 77

料金(円) － 1,210,650 20,763

使用量(㎥) － 12,217 114

料金(円) － 1,577,559 30,182

※南千住駅前は、ガス配管設備がないため、「－」と表示。

（３）水道

南千住駅前 荒木田 西尾久

使用量(㎥) 677 585 691

料金(円) 470,663 267,842 314,777

使用量(㎥) 668 590 696

料金(円) 463,225 270,213 317,707
令和4年度

令和5年度

令和4年度

令和5年度

令和4年度

令和5年度



［様式第 1 号］ 

 

年  月  日 

 

 

 

荒川区〇〇ふれあい館公募参加申込書 

 

 

 

荒 川 区 長 

 滝 口   学 様 

 

 

所   在   地                   

 

法 人 等 名 称                   

 

代表者職・氏名               ㊞   

 

 

 

  荒川区〇〇ふれあい館の指定管理者について、公募への参加を申し込みます。 

  

※複数館の参加をご希望の場合は、上記「〇〇」について、「〇〇及び●●ふれあい館」（２館の場合）、 

「〇〇、▲▲及び●●ふれあい館」（３館の場合）のように、参加を希望する全ての館をご記載ください。 

（全様式共通） 

 

 

 

    担当者名 

    電  話 

    Ｆ Ａ Ｘ 

    Ｅ－mail 

  



［様式第 2 号］ 

年  月  日 

 

 

荒川区〇〇ふれあい館指定管理者公募辞退届 

 

 

荒 川 区 長 

 滝 口   学 様 

 

所   在   地                   

 

法 人 等 名 称                   

 

代表者職・氏名               ㊞   

 

 

 年 月 日に提出した ・荒川区〇〇ふれあい館公募参加申込書[様式第 1 号] 

・荒川区〇〇ふれあい館指定管理者指定申請書[様式第 4-1 号] 

につきましては、下記理由により辞退いたします。 

なお、提出いたしました申請書類等につきましては、返却されないことを了承いたします。 

 

     記 

（辞退理由） 

 

 

    担当者名 

    電  話 

    Ｆ Ａ Ｘ 

    Ｅ－mail 

 



［様式第 3 号］ 

  年  月  日 

質  問  票 

荒川区ふれあい館指定管理者候補者募集要項について、下記のとおり質問票を提出します。 

法人名   

担当者職・氏名   

電話   

Ｅ－mail   

質問１ 

（募集要項の頁・項目など） 

  

質問２ 

（募集要項の頁・項目など） 

  

質問３ 

（募集要項の頁・項目など） 

  

質問４ 

（募集要項の頁・項目など） 

  

質問５ 

（募集要項の頁・項目など） 

  

質問６ 

（募集要項の頁・項目など） 

  

質問７ 

（募集要項の頁・項目など） 

  

※質問事項は、簡潔に記載してください。 

 質問は、電子メールに添付してください。また、開封確認等で着信を確認してください。 

※受付期日は、５月１４日（水）正午までとなります。 

 送付先（メールアドレス） kuminsisetsu@city.arakawa.lg.jp 

 

mailto:kuminsisetsu@city.arakawa.lg.jp


［様式第 4-1 号］ 

 

年  月  日 

 

 

荒川区〇〇ふれあい館指定管理者指定申請書 

 

 

荒 川 区 長 

 滝 口   学 様 

 

所   在   地                   

 

法 人 等 名 称                   

 

代表者職・氏名               ㊞   

 

 

  荒川区〇〇ふれあい館の指定管理者の指定をうけたいので、以下のとおり申請します。 

 

     記 

 

ア 法人等の概要（様式第 5-1～第 5-4 号） 

イ 法人等の定款、寄付行為、規約その他これらに類する書類（役員名簿を含む） 

ウ 就業規則、給与体系その他これらに類する書類 

エ 事業計画書（直近 1 か年分）及び事業報告書（直近 2 か年分） 

オ 法人等の登記簿謄本（申請日前 3か月以内に発行されたもの） 

カ 法人等の印鑑証明書（申請日前 3か月以内に発行されたもの） 

キ 法人税、消費税及び地方消費税納税証明書（直近 3 か年分） 

ク 法人事業税納税証明書（直近 3 か年分） 

ケ 税務署受付印のある確定申告書（直近 3か年分）の写し 

※令和 7年 1 月以降のものについては、税務署受付印は不要。なお、e-Tax による提出の場合

は、メッセージボックスの受信通知の画面を印刷して添付すること。 

コ 決算報告書のうち貸借対照表、損益計算書及び事業活動計算書（社会福祉法人のみ） 

 （直近の決算期 3 期分）の写し 

 

 

 

    担当者名 

    電  話 

    Ｆ Ａ Ｘ 

    Ｅ－mail 



［様式第 4-2 号］  
年  月  日   

共 同 事 業 体 協 定 書 兼 委 任 状   

荒 川 区 長 
 

 滝 口   学 様   

対象施設名 〇〇ふれあい館   

 上記施設の指定管理者の公募に参加するため、募集要項に基づき、共同事業体を結成し、荒川区

との間における下記事項に関する権限を代表に委任して申請します。なお、当該件名の指定管理者

に指定された場合は、各構成団体はふれあい館の指定管理者としての業務の遂行及び業務の遂行に

伴い当共同事業体が負担する債務の履行に関し、連帯して責任を負います。   

共同事業体の名称 

 

共同事業体の代表者 

（受任者） 

＜代表構成団体＞ 

所在地 

商号等 

職・氏名                      ㊞ 

共同事業体 

事務所所在地 

  

共同事業体の構成団体 

（委任者） 

＜構成団体＞ 

所在地 

商号等 

職・氏名                      ㊞ 

共同事業体の成立、解散

の時期及び委任期間 

   年  月  日から当該指定管理者の指定期間終了後３か月を経過

する日まで。ただし、当共同事業体が上記件名の指定管理者とならなかっ

た場合はただちに解散します。また、当共同事業体の構成団体の脱退又は

除名については、事前に区の承認がなければこれを行うことができないも

のとします。 

委 任 事 項 

１ 指定管理者の指定の申請に関する件 

２ 協定締結に関する件 

３ 経費の請求受領に関する件 

４ 契約に関する件 

そ の 他 

１ 本協定書に基づく権利義務は他人に譲渡することはできません 

２ この協定書に定めのない事項については、全構成団体により協議する

こととします。 

公募参加申込法人名 
荒川区〇〇ふれあい館公募参加申込書[様式第 1 号]に記載した法人等名称 

 

注：共同事業体を結成して公募に参加する場合はこの様式を提出してください。 

    また、共同事業体の構成団体の数が２者を上回る場合は、この様式に準じて様式を作成して 

ください。 

 



［様式第 5-1 号］ 

 

法人等の概要 
 

    年  月  日現在 

名称 

 

本社所在地 

 

代表者 

職・氏名 

 

 

設立年 

 

資本金 

 

従業員数 0 名 

○運営理念等 

法人等の運営理念、経営方針を簡潔に記載してください。 
 

○自治体の指定管理である主な関連業務施設（最大 10 件まで）不足する場合は行を追加してください。 

受託期間の年数が最も長いものを最上段に記載し、以降は荒川区内→東京都内→近隣県（埼玉・千葉・神奈川）の順に、期間が長い方か

ら優先的に記載すること。 

施設名称（自治体名） 
学童クラブは児童定員も記載すること。 

所在地 施設区分※ 指定管理開始年月 

（最も長い受託期間年数のもの） 

   

    

    
    

    

○業務請負・自主運営実績（最大 10 件まで）不足する場合は行を追加してください。 

履行（運営）期間の年数が最も長いものを最上段に記載し、以降は荒川区内→東京都内→近隣県（埼玉・千葉・神奈川）の順に、期間が

長い方から優先的に記載すること。 

契約件名（自主運営の場合は施設名） 

学童クラブは児童定員も記載すること。 
相手方（自主運営の場合は所在地） 

施設(業

務)区分※ 
履行(運営)開始年月 

（最も長い履行(運営)期間年数のもの） 
   

    

    

    

    

※施設（業務）区分は、1 児童館等、2 保育園・幼稚園等、3 学童クラブ等、4 生涯学習施設、5 高齢者厚生施設(老人センター)、6 老人

ホーム・介護事業施設、7 公民館・ホール・文化スポーツ施設、8その他、から選択 



○従業員の勤務条件・給与水準等（法人全体） 

雇用形態 正規社員 パート･アルバイト その他（     ） 

従業員数   名   名   名 

週間勤務時間数   時間/週   時間/週   時間/週 

平均年齢   歳   歳   歳 

平均勤続年数   年   年   年 

平均賃金(月給・

時給) 
  円/月   円/時   円/時 

有給休暇日数   日/年   日/年   日/年 

○組織体系（組織図） 

ふれあい館の指定管理を含めた場合の法人等全体における組織体系を記載してください。 
 

 

 

  



［様式第 5-2 号］ 

 

法人等の概要（続き） 

 

以下の項目に該当するものががあれば☑してください。 

また、矢印のアルファベットの記入項目に詳細を記載してください。 

 

□ 環境配慮の取組方針や規程等を作成している →Ａに詳細を記載 

□ 環境配慮に対する具体的な取組を実施している →Ａに詳細を記載 

□ 障がい者の法定雇用率を遵守している →Ｂに詳細を記載 

□ 持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ)の取組を実施している →Ｃに詳細を記載 

□ 社会貢献活動を実施している →Ｄに詳細を記載 

□ 国際標準化機構(ＩＳＯ)などの国際標準規格や認証制度を 1 つ以上取得している 

→Ｄに詳細を記載 

□ 職員に対してハラスメントや差別に関する研修を定期的に行っている →Ｄに詳細を記載 

 

Ａ  環境への配慮 

≪業務運営の基本方針≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪具体的な取組≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 障がい者の雇用（本社・事業所を含めた障がい者雇用率) 

※障害者雇用促進法基準。社員 40 名以上で 1 名以上雇用。令和 6年 4 月～令和 8年 6 月 2.5%、令和 8 年 7月～ 2.7% 

年  月  日現在   ％（   名／常用従業員数   名） 

  



Ｃ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の取組 

貴法人等で行っている持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の取組がありましたら記載してください。 

 

Ｄ 企業の社会的責任（ＣＳＲ）としての取組 

「環境への配慮」「障がい者の雇用」「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の取組」以外に、貴法人

等で行っている社会的責任としての取組がありましたら記載してください。 

なお、研修や活動については、直近の実施日を記載してください。 

 

 

  



［様式第 5-3 号］ 

 

法人等の概要（続き） 

 

Ｅ 個人情報の適正管理 

以下の項目に該当するものがあれば☑してください。 

 

□ プライバシーマークを取得している 

□ 個人情報管理規程を作成している 

□ 職員に対して個人情報保護の研修を定期的に行っている 

□ 個人情報書類の保管について管理している（管理者の決定、施錠できる場所に保管、保管・持ち出し記録等） 

□ データ化された個人情報の管理を行っている（ウイルス対策、アクセス権やパスワード設定等） 

 

以下に、施設利用者等の個人情報の適正管理について、基本的な考え方と研修等の具体的な方策を

記載してください。 

≪基本的な考え方≫ ※方針や規程等を作成している場合は、別途、提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪具体的な方策≫ ※研修や活動については、直近の実施日を記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



［様式第 5-4 号］ 

 

法人等の概要（続き） 

 

Ｆ 警備、安全管理体制及び利用者の安全確保 

以下の項目に該当するものがあれば☑してください。 

 

□ 安全管理に関する規程やマニュアルを作成している 

□ 緊急時の連絡体制が整備している 

□ 職員に対して安全管理に関する研修を定期的に行っている 

□ 施設ごとに防災等の訓練を定期的に行っている 

□ 施設における巡回のマニュアルの作成をしている 

□ 怪我人･急病人に対する対応を定めている 

 

以下に、防犯、防災、事故並びに緊急時の対応等について、基本的な考え方と具体的な方策を記載

してください。 

≪基本的な考え方≫ ※規程やマニュアルを作成している場合は、別途、提出してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪具体的な方策≫ ※研修や活動については、直近の実施日を記載してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〔様式第 6-1 号〕企画提案書 

あらゆる世代の区民が生き生きと集い、ふれあいと相互交流の輪を広げる事業 

世代間交流事業の内容 
対象施設名 〇〇ふれあい館 

あらゆる世代の区民が相互に交流し、心をふれあうことのできる事業について 

① 事業に対する 

   基本的考え方 

（テーマ・方向性な

どを簡潔にまとめて

ください。） 

  

② 具体的な 

事業プラン 

 

想定している事業メ

ニューの名称等を記

入してください。 

特にアピールしたい

事業等には下線を引

いてください。 

  

③ 上記②で下線を引いた事業を中心に貴法人等の提案する事業の詳細を記載してください。  

  



 

※前項で足りない場合に、ご使用ください。 

  



 

〔様式第 6-2 号〕企画提案書 

あらゆる世代の区民が生き生きと集い、ふれあいと相互交流の輪を広げる事業 

乳幼児対象事業の内容 
対象施設名 〇〇ふれあい館 

乳幼児と保護者を対象として実施する年齢別活動（幼児タイムなど）の事業について 

① 事業に対する 

   基本的考え方 

（テーマ・方向性な

どを簡潔にまとめて

ください。） 

  

② 具体的な 

事業プラン 

 

想定している事業メ

ニューの名称等を記

入してください。 

特にアピールしたい

事業等には下線を引

いてください。 

  

③ 上記②で下線を引いた事業を中心に貴法人等の提案する事業の詳細を記載してください。 

  

  



 

※前項で足りない場合に、ご使用ください。 

  



 

〔様式第 6-3 号〕企画提案書 

あらゆる世代の区民が生き生きと集い、ふれあいと相互交流の輪を広げる事業 

児童対象事業の内容 
対象施設名 〇〇ふれあい館 

児童の発達に応じた健全な遊びの提供、健康増進、知的・社会適応力を高め情操を豊かにする事業

について 

① 事業に対する 

   基本的考え方 

（テーマ・方向性な

どを簡潔にまとめて

ください） 

  

② 具体的な 

  事業プラン 

 

想定している事業メ

ニューの名称等を記

入してください。 

特にアピールしたい

事業等には下線を引

いてください。 

  

③ 上記②で下線を引いた事業を中心に貴法人等の提案する事業の詳細を記載してください。 

  

  



 

※前項で足りない場合に、ご使用ください。 

  



 

〔様式第 6-4 号〕企画提案書 

あらゆる世代の区民が生き生きと集い、ふれあいと相互交流の輪を広げる事業 

中高生対象事業の内容 
対象施設名 〇〇ふれあい館 

中高生の居場所づくりと発達に応じた事業、自主性、社会性を育む活動の拠点となるような事業について  

① 事業に対する 

   基本的考え方 

（テーマ・方向性な

どを簡潔にまとめて

ください。） 

  

② 具体的な 

  事業プラン 

 

想定している事業メ

ニューの名称等を記

入してください。 

特にアピールしたい

事業等には下線を引

いてください。 

  

③ 上記②で下線を引いた事業を中心に貴法人等の提案する事業の詳細を記載してください。 

  

  



 

※前項で足りない場合に、ご使用ください。 

  



 

〔様式第 6-5 号〕企画提案書 

あらゆる世代の区民が生き生きと集い、ふれあいと相互交流の輪を広げる事業 

成人対象事業の内容 
対象施設名 〇〇ふれあい館 

在宅で子育てしている世代や勤労者、退職者等の生涯学習及び地域活動への参加を促す一助となり、 

興味を持って参加できる教養、娯楽活動について 

① 事業に対する 

   基本的考え方 

（テーマ・方向性な

どを簡潔にまとめて

ください。） 

  

② 具体的な 

  事業プラン 

 

想定している事業メ

ニューの名称等を記

入してください。 

特にアピールしたい

事業等には下線を引

いてください。 

  

③ 上記②で下線を引いた事業を中心に貴法人等の提案する事業の詳細を記載してください。 

  

  



 

※前項で足りない場合に、ご使用ください。 

  



 

〔様式第 6-6 号〕企画提案書 

あらゆる世代の区民が生き生きと集い、ふれあいと相互交流の輪を広げる事業 

高齢者対象事業の内容 
対象施設名 〇〇ふれあい館 

教養の向上及びレクリエーションの場を提供し、心身の健康増進を図るための事業について 

① 事業に対する 

   基本的考え方 

（テーマ・方向性な

どを簡潔にまとめて

ください） 

  

② 具体的な 

  事業プラン 

 

想定している事業メ

ニューの名称等を記

入してください。 

特にアピールしたい

事業等には下線を引

いてください。 

  

③ 上記②で下線を引いた事業を中心に貴法人等の提案する事業の詳細を記載してください。 

  

  



 

※前項で足りない場合に、ご使用ください。 

  



 

〔様式第 7 号〕企画提案書 

区民の自主的・主体的な活動を促進するための取組 対象施設名 〇〇ふれあい館 

これまで利用することのなかった区民をいかに呼び込み、リピーターを増やしていくかなど、利用

を拡大するための事業について 

① 事業に対する 

   基本的考え方 

（テーマ・方向性な

どを簡潔にまとめて

ください。） 

  

② 具体的な 

  事業プラン 

 

想定している事業メ

ニューの名称等を記

入してください。 

特にアピールしたい

事業等には下線を引

いてください。 

  

③ 上記②で下線を引いた事業を中心に貴法人等の提案する事業の詳細を記載してください。 

  

  



 

※前項で足りない場合に、ご使用ください。 

  



 

〔様式第 8 号〕企画提案書 

地域コミュニティの形成を図るための取組 対象施設名 〇〇ふれあい館 

遊び、文化、スポーツ健康づくりその他の教養娯楽活動を通じて、地域コミュニティの形成を図る事業  

① 事業に対する 

   基本的考え方 

（テーマ・方向性な

どを簡潔にまとめて

ください） 

  

② 具体的な 

  事業プラン 

 

想定している事業メ

ニューの名称等を記

入してください。 

特にアピールしたい

事業等には下線を引

いてください。 

  

③ 上記②で下線を引いた事業を中心に貴法人等の提案する事業の詳細を記載してください。 

  

  



 

※前項で足りない場合に、ご使用ください。 

  



 

〔様式第 9 号〕企画提案書 

職員体制、有資格者並びに経験者の配置 対象施設名 〇〇ふれあい館 

 「ふれあい館の職員体制案」には、雇用形態(正社員･パートなど)、資格（技能、経験を含む)、

給与などを明示の上、記載してください。今回の応募時点で既に配置予定の職員がいる場合には、

氏名、経歴などを記載してください。 

 「基本的な時間別職員体制」には、開館時間の運営の体制(管理者の基本的な勤務シフト等)を提

案してください。 

 なお、募集要項２（１）の別紙２「業務仕様書」８に適合した職員体制となるよう留意してくだ

さい。 

ふれあい館の職員体制案 

職名 雇用形態 資格・経験等 給与（想定） 人数 

        円/月   

        円/時   

            

            

            

            

            

            

基本的な時間帯別職員体制案                            (人数） 

時間帯 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 

正規社員               

パート 

アルバイト 
              

               

               

合 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

  



 

〔様式第 10 号〕企画提案書 

職員の育成・資質向上のための取組 対象施設名 〇〇ふれあい館 

職員の育成や資質向上にむけた基本的な考え方と研修等の具体的な方策について 

基
本
的
な
考
え
方 

  

具
体
的
な
方
策 

  

 

  



 

〔様式第 11 号〕企画提案書 

効率的な管理運営及び経費節減 対象施設名 〇〇ふれあい館 

効率的な管理運営、経費節減について 

基
本
的
な
考
え
方 

 

具
体
的
な
方
策 

  

  



 

〔様式第 12 号〕企画提案書 

 

 

第三者への再委託予定業務について 

予定業務項目 委託予定先 内容    

   

   

   

   

   

   

   

   

 

  

施設・備品の適切な維持管理（第三者への再委託項目） 対象施設名 〇〇ふれあい館 

建物、設備や備品等の維持管理について 

基
本
的
な
考
え
方 

 

具
体
的
な
方
策 

  



 

〔様式第 13 号〕企画提案書 

長期的視点での事業方針と計画 対象施設名 〇〇ふれあい館 

事業全体の基本的考え方や指定期間(５年間)を通じた長期的視点での計画 

① 事業全体の基

本的考え方や

長期的視点で

の事業方針 

（テーマ・方向性な

どを簡潔にまとめて

ください。） 

  

② 具体的な事業計画 

  

  



 

〔様式第 14 号〕企画提案書 

区民の雇用及び区内事業者の活用 対象施設名 〇〇ふれあい館 

荒川区民の採用方針 

有り    無し 

   ↓ 

荒川区民の募集・採用方針、方法等 

 

 

荒川区内企業への発注・業務委託方針 

有り    無し 

   ↓ 

区内業者への発注・委託の方針、想定業務等 

 

 

 

  



 

〔様式第 15 号〕企画提案書 

区民の公平な利用機会の提供と利用促進、広報活動 対象施設名 〇〇ふれあい館 

区民の公平な利用機会の提供と利用促進、広報活動について 

基
本
的
な
考
え
方 

  

具
体
的
な
方
策 

  

  



 

〔様式第 16 号〕企画提案書 

利用者の意見を反映させる取組 対象施設名 〇〇ふれあい館 

利用者の意見・苦情を反映させる取組について 

基
本
的
な
考
え
方 

  

具
体
的
な
方
策 

  

 

  



 

〔様式第 17 号〕企画提案書 

地域性等の理解度 対象施設名 〇〇ふれあい館 

貴法人等における荒川区内または周辺区での事業実績や地域との関わり 

荒
川
区 

  

荒
川
区
の
周
辺
区 

  

貴法人等の考える荒川区やふれあい館周辺の地域性に沿った事業展開及び、保育園との合築である

施設特性を活かした事業展開について 

  

 

  



 

〔様式第 18 号〕企画提案書 

コンプライアンスに関する取組 対象施設名 〇〇ふれあい館 

コンプライアンスに関する様々な取組（規定・マニュアルの策定、研修等）について 

※方針や規程等を作成している場合は、別途、提出してください。 

基
本
的
な
考
え
方 

 

具
体
的
な
方
策 

  

 



〔様式第19号〕収支計画（南千住駅前）

○収支金額及び内訳 ○本部経費の内容

【管理運営費】 （単位：円）

令和8年度
（1年目）

令和9年度
（2年目）

令和10年度
（3年目）

令和11年度
（4年目）

令和12年度
（5年目）

内　　訳

指定管理料（管理運営費）

その他（教材費徴収額等）（Ａ）

0 0 0 0 0

旅費※職員の通勤手当を含む

消耗品費

物品修繕費

役務費

委託料

本部経費 0 0 0 0 0

未払消費税 (465,660) (465,660) (465,660) (465,660) (465,660)

その他（賃借料等）

管　理　費　計 (465,660) (465,660) (465,660) (465,660) (465,660)

運営費

予定する収支差額 (4,656,602) (4,656,602) (4,656,602) (4,656,602) (4,656,602)

（Ｂ） (5,122,262) (5,122,262) (5,122,262) (5,122,262) (5,122,262)

【光熱水費】

令和8年度
（1年目）

令和9年度
（2年目）

令和10年度
（3年目）

令和11年度
（4年目）

令和12年度
（5年目）

内　　訳

指定管理料（光熱水費） 4,054,726 4,054,726 4,054,726 4,054,726 4,054,726

4,054,726 4,054,726 4,054,726 4,054,726 4,054,726

光熱水費 4,054,726 4,054,726 4,054,726 4,054,726 4,054,726

（Ｃ） 4,054,726 4,054,726 4,054,726 4,054,726 4,054,726

【人件費】

令和8年度
（1年目）

令和9年度
（2年目）

令和10年度
（3年目）

令和11年度
（4年目）

令和12年度
（5年目）

内　　訳

指定管理料（人件費）

0 0 0 0 0

給与等

法定福利費

（Ｄ） 0 0 0 0 0

【家屋等修繕費】

令和8年度
（1年目）

令和9年度
（2年目）

令和10年度
（3年目）

令和11年度
（4年目）

令和12年度
（5年目）

内　　訳

指定管理料（家屋等修繕費） 1,067,536 1,067,536 1,067,536 1,067,536 1,067,536

1,067,536 1,067,536 1,067,536 1,067,536 1,067,536

家屋等修繕費 1,067,536 1,067,536 1,067,536 1,067,536 1,067,536

（Ｅ） 1,067,536 1,067,536 1,067,536 1,067,536 1,067,536

令和8年度
（1年目）

令和9年度
（2年目）

令和10年度
（3年目）

令和11年度
（4年目）

令和12年度
（5年目）

（Ｆ） 0 0 0 0 0

【参考】指定管理料提案上限額

管理運営費 光熱水費 人件費 家屋等修繕 指定管理料

17,757,873 4,054,726 35,460,271 1,067,536 58,340,406

17,828,794 4,054,726 36,169,476 1,067,536 59,120,532

17,901,133 4,054,726 36,892,866 1,067,536 59,916,261

17,974,918 4,054,726 37,630,723 1,067,536 60,727,903

18,050,180 4,054,726 38,383,338 1,067,536 61,555,780

南千住駅前ふれあい館（1年目）

南千住駅前ふれあい館（5年目）

南千住駅前ふれあい館（4年目）

南千住駅前ふれあい館（3年目）

南千住駅前ふれあい館（2年目）

項　　目

収
入

合　　計

合　　計

4

1

支
出

管
理
費

項　　目

収
入 合　　計

支
出 合　　計

項　　目

収
入 合　　計

支
出

合　　計

5

項　　目

収
入 合　　計

支
出 合　　計

１か年あたりの指定管理料提案額　[　Ｆ＝（Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）－Ａ　]

3

2

算出根拠
となる書類

考え方
（具体的な費用内容）

算出方法
（算出基準の設定及び算出の具体的な計算方法等）

No
項目

(費用の名称)



〔様式第19号〕収支計画（荒木田）

○収支金額及び内訳 ○本部経費の内容

【管理運営費】 （単位：円）

令和8年度
（1年目）

令和9年度
（2年目）

令和10年度
（3年目）

令和11年度
（4年目）

令和12年度
（5年目）

内　　訳

指定管理料（管理運営費）

その他（教材費徴収額等）（Ａ）

0 0 0 0 0

旅費※職員の通勤手当を含む

消耗品費

物品修繕費

役務費

委託料

本部経費 0 0 0 0 0

未払消費税 (513,751) (513,751) (513,751) (513,751) (513,751)

その他（賃借料等）

管　理　費　計 (513,751) (513,751) (513,751) (513,751) (513,751)

運営費

予定する収支差額 (5,137,508) (5,137,508) (5,137,508) (5,137,508) (5,137,508)

（Ｂ） (5,651,259) (5,651,259) (5,651,259) (5,651,259) (5,651,259)

【光熱水費】

令和8年度
（1年目）

令和9年度
（2年目）

令和10年度
（3年目）

令和11年度
（4年目）

令和12年度
（5年目）

内　　訳

指定管理料（光熱水費） 4,372,627 4,372,627 4,372,627 4,372,627 4,372,627

4,372,627 4,372,627 4,372,627 4,372,627 4,372,627

光熱水費 4,372,627 4,372,627 4,372,627 4,372,627 4,372,627

（Ｃ） 4,372,627 4,372,627 4,372,627 4,372,627 4,372,627

【人件費】

令和8年度
（1年目）

令和9年度
（2年目）

令和10年度
（3年目）

令和11年度
（4年目）

令和12年度
（5年目）

内　　訳

指定管理料（人件費）

0 0 0 0 0

給与等

法定福利費

（Ｄ） 0 0 0 0 0

【家屋等修繕費】

令和8年度
（1年目）

令和9年度
（2年目）

令和10年度
（3年目）

令和11年度
（4年目）

令和12年度
（5年目）

内　　訳

指定管理料（家屋等修繕費） 1,278,632 1,278,632 1,278,632 1,278,632 1,278,632

1,278,632 1,278,632 1,278,632 1,278,632 1,278,632

家屋等修繕費 1,278,632 1,278,632 1,278,632 1,278,632 1,278,632

（Ｅ） 1,278,632 1,278,632 1,278,632 1,278,632 1,278,632

令和8年度
（1年目）

令和9年度
（2年目）

令和10年度
（3年目）

令和11年度
（4年目）

令和12年度
（5年目）

（Ｆ） 0 0 0 0 0

【参考】指定管理料提案上限額

管理運営費 光熱水費 人件費 家屋等修繕 指定管理料

18,054,285 4,372,627 37,355,685 1,278,632 61,061,229

18,318,538 4,372,627 38,102,799 1,278,632 62,072,596

18,394,744 4,372,627 38,864,855 1,278,632 62,910,858

18,472,473 4,372,627 39,642,152 1,278,632 63,765,884

18,551,758 4,372,627 40,434,995 1,278,632 64,638,012

算出根拠
となる書類

考え方
（具体的な費用内容）

算出方法
（算出基準の設定及び算出の具体的な計算方法等）

No
項目

(費用の名称)

3

2

5

項　　目

収
入 合　　計

支
出 合　　計

１か年あたりの指定管理料提案額　[　Ｆ＝（Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）－Ａ　]

項　　目

収
入 合　　計

支
出

合　　計

項　　目

収
入

合　　計

合　　計

4

1

支
出

管
理
費

項　　目

収
入 合　　計

支
出 合　　計

荒木田ふれあい館（1年目）

荒木田ふれあい館（5年目）

荒木田ふれあい館（4年目）

荒木田ふれあい館（3年目）

荒木田ふれあい館（2年目）



〔様式第19号〕収支計画（西尾久）

○収支金額及び内訳 ○本部経費の内容

【管理運営費】 （単位：円）

令和8年度
（1年目）

令和9年度
（2年目）

令和10年度
（3年目）

令和11年度
（4年目）

令和12年度
（5年目）

内　　訳

指定管理料（管理運営費）

その他（教材費徴収額等）（Ａ）

0 0 0 0 0

旅費※職員の通勤手当を含む

消耗品費

物品修繕費

役務費

委託料

本部経費 0 0 0 0 0

未払消費税 (504,104) (504,104) (504,104) (504,104) (504,104)

その他（賃借料等）

管　理　費　計 (504,104) (504,104) (504,104) (504,104) (504,104)

運営費

予定する収支差額 (5,041,039) (5,041,039) (5,041,039) (5,041,039) (5,041,039)

（Ｂ） (5,545,143) (5,545,143) (5,545,143) (5,545,143) (5,545,143)

【光熱水費】

令和8年度
（1年目）

令和9年度
（2年目）

令和10年度
（3年目）

令和11年度
（4年目）

令和12年度
（5年目）

内　　訳

指定管理料（光熱水費） 4,294,147 4,294,147 4,294,147 4,294,147 4,294,147

4,294,147 4,294,147 4,294,147 4,294,147 4,294,147

光熱水費 4,294,147 4,294,147 4,294,147 4,294,147 4,294,147

（Ｃ） 4,294,147 4,294,147 4,294,147 4,294,147 4,294,147

【人件費】

令和8年度
（1年目）

令和9年度
（2年目）

令和10年度
（3年目）

令和11年度
（4年目）

令和12年度
（5年目）

内　　訳

指定管理料（人件費）

0 0 0 0 0

給与等

法定福利費

（Ｄ） 0 0 0 0 0

【家屋等修繕費】

令和8年度
（1年目）

令和9年度
（2年目）

令和10年度
（3年目）

令和11年度
（4年目）

令和12年度
（5年目）

内　　訳

指定管理料（家屋等修繕費） 1,250,996 1,250,996 1,250,996 1,250,996 1,250,996

1,250,996 1,250,996 1,250,996 1,250,996 1,250,996

家屋等修繕費 1,250,996 1,250,996 1,250,996 1,250,996 1,250,996

（Ｅ） 1,250,996 1,250,996 1,250,996 1,250,996 1,250,996

令和8年度
（1年目）

令和9年度
（2年目）

令和10年度
（3年目）

令和11年度
（4年目）

令和12年度
（5年目）

（Ｆ） 0 0 0 0 0

【参考】指定管理料提案上限額

管理運営費 光熱水費 人件費 家屋等修繕 指定管理料

21,488,705 4,294,147 33,451,854 1,250,996 60,485,702

21,354,767 4,294,147 34,120,891 1,250,996 61,020,801

21,423,009 4,294,147 34,803,309 1,250,996 61,771,461

21,492,616 4,294,147 35,499,375 1,250,996 62,537,134

21,563,614 4,294,147 36,209,363 1,250,996 63,318,120

西尾久ふれあい館（1年目）

西尾久ふれあい館（5年目）

西尾久ふれあい館（4年目）

西尾久ふれあい館（3年目）

西尾久ふれあい館（2年目）

項　　目

収
入

合　　計

合　　計

4

1

支
出

管
理
費

項　　目

収
入 合　　計

支
出 合　　計

項　　目

収
入 合　　計

支
出

合　　計

5

項　　目

収
入 合　　計

支
出 合　　計

１か年あたりの指定管理料提案額　[　Ｆ＝（Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）－Ａ　]

3

2

算出根拠
となる書類

考え方
（具体的な費用内容）

算出方法
（算出基準の設定及び算出の具体的な計算方法等）

No
項目

(費用の名称)



〔様式第20号〕

　　年　　月　　日

荒川区区民生活部区民施設課施設計画係　宛

〒

他　　　　　名

電 話 番 号 Ｆ Ａ Ｘ 番 号

Ｅ － ｍ ａ ｉ ｌ

参加する説明会及び見学会に○をつけてください。

午後1時10分から

午後2時20分から

午後3時20分から

午後4時20分から

Ｅ－ｍａｉｌ

Ｆ　 Ａ　 Ｘ ０３－３８０２－３１２１

電 話 番 号 担当：森藤、横山

所 在 地

０３－３８０２－３１１１（内線２５３１）

事業者向け説明会及び施設見学会申込書

　荒川区ふれあい館の指定管理者候補者の募集について、５月２日（金）開催の事業者向け説明会及び
施設見学会への参加を下記のとおり申し込みます。

法 人 名

ふりがな

事業者向け説明会（南千住駅前ふれあい館）

南千住駅前ふれあい館施設見学会

荒木田ふれあい館施設見学会

西尾久ふれあい館施設見学会

参 加 者
役 職 ・ 氏 名

ふりがな

※ この申込書は、5月1日(木)正午までに、ＦＡＸ又はメールによりご提出ください。
　 受付漏れ防止のため、送信後は必ず以下の電話番号にご連絡ください。
※ 会場の都合上、3名以上の参加希望の場合は人数調整させていただく可能性があります。
   3名以上で参加を希望される場合は、事前にご連絡ください。

kuminsisetsu@city.arakawa.lg.jp

mailto:kuminsisetsu@city.arakawa.lg.jp

